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1月２０日に宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）は、小型探査機「ＳＬＩＭ」が世界５か国目となる

月面着陸を発表しました。「ＳＬＩＭ」は、「月の狙った場所へのピンポイント着陸」、「着陸に必要な装

置の軽量化」、「月の起源を探る」といった目的を小型探査機で月面にて実証する探査計画です。打ち上

げられたのは、令和５年９月７日でしたので、約４か月を経て、無事に月へ着陸しました。近年、日本

の宇宙開発は、ロケットの事故や探査機の故障など失敗が続いていたので、今回のミッションは信頼回

復に向けて非常に注目をされていました。開発に携わった人々は、着陸のデータが届いた瞬間に、まさ

に「大願成就」の思いであったはずです。「大願成就」の意味は、「大きな望みがかなうこと」です。 

 人は、いつしか「宇宙へ行ってみたい」「月へ行ってみたい」と想像し、その夢の実現のために、研

究や技術開発を進めて挑戦してきました。世界で初めて宇宙飛行をした人物は、１９６１年４月１２日、

旧ソビエト連邦のユーリ・ガガーリンで、『地球は青かった』という言葉は有名であり、今から６０年

以上も前の話です。その後、１９６６年２月３日に旧ソビエト連邦のルナ９号が世界初の無人月面着陸

に成功し、１９６９年７月２０日アメリカのアポロ１１号が人類初の月面着陸に成功しています。船長

のニール・アームストロングが、『これはひとりの人間にとっては小さな一歩にすぎないが、人類にと

っては偉大な飛躍である』という言葉を残しています。数々の失敗とともに大きな犠牲もありましたが、

不可能と思われていた人類の月面着陸は、「人の可能性・想像力の実現」を証明した歴史的な出来事に

なりました。 

 生徒の皆さんには、以前にも話をしましたが、人は想像を実現する力を持っています。無謀で不可能

であると思われることも、あきらめずに地道に努力することで、人は夢をかなえてきたのです。 

 今回の石川県能登半島地震では、数千年に一度といわれるほど、地形が変化し、海底が４ｍも隆起し

たところがあり、自然の力の恐ろしさを改めて感じました。多くの方が犠牲となり、生活が奪われ、先

の見えない不安な毎日を過ごされているという報道がされています。こうした自然の力に逆らうことは

できないかもしれませんが、今回の月探査機の着陸のように、挑戦を繰り返して「月の起源」の研究を

通じて、「星の成り立ち」や「地球の地殻変動」の解明につなげて、「地震のメカニズム」についても、

さらに研究が進み、地震への対応を可能にしていくのだと思います。震災からの復興には多くの時間と

労力が必要となりますが、支援を続け、一つ一つ乗り越えて一日も早く能登半島の生活が元に戻れます

よう願っております。 

 ３年生は進路実現へのラストスパートの時期になりました。まずは体調管理をしっかりとして、当日

万全な状態で試験に臨みましょう。そして、時間に余裕をもって行動し、前日までに準備を怠らないよ

うにしましょう。どんな問題が出ても最後まであきらめず、何度も見直しをして「大願成就」につなげ

てください。応援しています。 

 
 
 
 

 
 
 

日付 ２月の行事 部活 日付 ３月の行事 部活 

１ 木 
            ３年三者面談 

〇 １ 金 
県公立高等学校入学候補者発表 

学年末テスト２日目（１、２年） 
× 

２ 金 第２回瓦葺中学校区生徒指導連絡協議会 〇 ２ 土  〇 

３ 土  〇 ３ 日  〇 

４ 日  〇 ４ 月 県公立高等学校追検査 × 

５ 月  × ５ 火 
③④①②⑤⑥ 

３ｈ卒業前講演会（３年） 
〇 

６ 火  〇 ６ 水 
②③④⑤⑥ 三年生を送る会準備 

追検査入学候補者発表 
〇 

７ 水 １年スキー体験教室（菅平方面） 〇 ７ 木 
①③⑤⑥  

５、６ｈ三年生を送る会 
〇 

８ 木 １年スキー体験教室（菅平方面） 〇 ８ 金 
③薬物乱用防止教室（３年） 

第５回学校運営協議会 
〇 

９ 金 １年スキー体験教室（菅平方面） 〇 ９ 土  〇 

10 土  〇 10 日  〇 

11 日 建国記念日 △ 11 月  〇 

12 月 振替休日 △ 12 火 

①②③⑤⑥ 

修学旅行保護者説明会（２年） 

後期最終専門委員会 

〇 

13 火 
①②③⑤⑥ 

学年末テスト１日目（３年） 
〇 13 水 

①＋卒業式予行＋卒業式予行＋⑤⑥ 

４ｈ職業人から話を聞く会（１年） 
〇 

14 水            志願先変更期間 〇 14 木 
②④⑤⑥ 卒業式準備 

わかくさ学級校外学習 
× 

15 木 後期第４回専門委員会 × 15 金 卒業証書授与式 × 

16 金 学年末テスト２日目（３年） 〇 16 土  〇 

17 土  〇 17 日  〇 

18 日  〇 18 月 ①③④⑤ 〇 

19 月 
後期第４回中央委員会  

県学調 CBT 化体験実施 ふれあいデー 
× 19 火 ①②③④ 給食最終日 × 

20 火 
①②③④⑥⑤ 

6h 学力検査事前指導（３年） 
〇 20 水 春分の日 × 

21 水 県公立高等学校学力検査 〇 21 木 
学活 部活動 10:00～12:00 

後期中央委員会 ふれあいデー 
〇 

22 木 
県公立高等学校実技検査、面接 

           部活動停止期間 
× 22 金 大掃除 部活動 10:00～12:00 〇 

23 金 天皇誕生日 × 23 土  〇 

24 土  × 24 日  〇 

25 日  × 25 月 学年集会 部活動 10:00～12:00 〇 

26 月  × 26 火 修了式 × 

27 火  × 27 水  〇 

28 水  × 28 木  〇 

29 木 
学年末テスト１日目（１、２年） 

４h 入学許可候補者発表事前指導（３年） 
× 29 金  〇 

    30 土  〇 

    31 日  〇 

あ か る く 心 豊 か な 生 徒 
たくましく 進んで汗を流す生徒 
ま じ め に 学習に取り組む生徒 

教育目標 

第１０号 令和 6年２月１日 

上尾市立瓦葺中学校 校長 加藤 俊一  

〒362-0022 上尾市瓦葺 163 

TEL048-722-2101 FAX048-721-9809 

https://www.city.ageo. 

lg.jp/site/kawarabuki-

juniorhighschool/ 

 

学校スローガン：かけがえのない学校生活を「価値ある学校生活へ」 

上尾市立瓦葺中学校【学校教育目標】＜目指す生徒像＞ 

一 「あかるく心豊かな生徒」  

一 「たくましく進んで汗を流す生徒」  

一 「まじめに学習に取り組む生徒」 

令和５年度学校キーワード～感動・充実があふれる学校～ 

かけがえのない学校生活「価値ある学校生活」へ 

あいさつ 

時間 

身だしなみ 

言葉遣い 

姿勢 

https://www.city.ageo/


 
 

 
 
 １月１０日（水）に、不審者を想定した避難訓練を行いました。教室で教員が不審者対応のスライド
を使い生徒に説明をした後、実際に不審者役の教職員が職員玄関から侵入し、教職員がさすまたで取り
押さえている間に、生徒は教室のドアに机といすでバリケードをつくり、教室の窓側へと避難するとい
う訓練を行いました。どのクラスも素早くバリケードをつくり避難することができました。 
 
 
 
 
 
 

 
 
１月２６日（金）の午後１時４５分から、令和６年度新入生保護者説明

会を行いました。昨年度までは、新型コロナウイルス感染症拡大のため、
書面で開催していましたが、本年度は参集型で開催し、多くの保護者の方
に来校していただきました。校長からのあいさつ、教育課程、生活のきま
りや部活動、保健関係、集金等について説明させていただきました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 １月３１日（水）に第４回学校運営協議会並びに令和５年度学校関係者評価委員会が開かれました。
学校運営協議会では、校長から２、３学期の学校の様子、３月に１年生で実施予定の職業人から話を聞
く会について話し合いが行われました。その後、学校関係者評価委員会では教務主任から教職員による
自己評価についての結果を説明し、評価委員の皆様からご質問やご意見をいただきました。学校評価の
内容は後日、学校ホームページで公表させていただきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
１月２６日（金）の新入生保護者説明会終了後に、瓦葺中学校区生徒指導連絡協議会が主催となり、

上尾警察署交通安全課の馬場様をお招きし、自転車安全教室講演会が開催されました。まずは、スケア
ードストレイトの動画を視聴し、スライドでの講演会となりました。途中で、ヘルメットのかぶり方の
実演していただきました。中高生の交通事故の状況（埼玉県内）は、通学をはじめとしたさまざまな場
面で自転車の利用機会が増えることに伴い自転車による交通事故も増える傾向にあります。さらに、新
生活が始まる４月よりも慣れてくる５月以降および２学期が始まり再び慣れ始めて１０月以降再び増
加するという傾向だそうです。また、頭部の損傷による自転車乗用中死亡事故が約７割を占めています。
ヘルメットを着用していれば助かった命も多いようです。全ての自転車利用者に対する乗車用ヘルメッ
トの着用の努力義務化が叫ばれています。ぜひ、自分の命は自分で守るためにも、自転車を運転すると
きはヘルメットの着用をしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


